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2018年3月16日 『春闘』のベースアップは昨年を上回る見込み 
2018年3月12日 『街角景気』天候要因のマインド下押し続く  

 「平均寿命」の延びに伴って『健康寿命』も延びていますが、その差で

ある「健康ではない期間」の縮小ペースはより緩やかなものとなりました。

2013年と2016年を比較すると、男性が0.18年、女性が0.05年

短縮にとどまっています。 

 政府は成長戦略の柱の1つとして、『健康寿命』の延伸を掲げていま

す。『健康寿命』を延ばし、「健康ではない期間」を短縮することが出

来れば、個人が長く生活の質を維持することが可能になると共に、医

療費や介護費用が抑制され、社会保障費も軽減されるためです。 

  延び続ける『健康寿命』 

2018年3月29日 

厚生労働省によれば、『健康寿命』は「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」と定

義されています。厚生労働省は3月9日に3年に1度の『健康寿命』の推計を公表しました。これによると男性は

72.14歳、女性74.79歳と、男女ともに前回2013年を上回りました。ただし、前回調査からの改善幅をみる

と、男性の改善幅は前回を上回りましたが女性は下回りました。 

（No.2,291） 
〈マーケットレポートNo.5,929〉 

 『健康寿命』は厚生労働省が3年に1度の国民生活基礎調査を使って推計しています。2016年の『健康寿

命』は男性が72.14歳、女性が74.79歳となっています。前回2013年調査に比べ、男性は0.95歳、女性

は0.58歳延びました。都道府県別の『健康寿命』をみると、男性は山梨県（73.21歳）、女性は愛知県

(76.32歳）が首位でした。 

 『健康寿命』と「平均寿命」の差は、日常生活に制限のある「健康ではない期間」を意味します。2016年の

「平均寿命」は男性が80.98歳、女性が87.14歳でしたので、同年における「健康ではない期間」は、男性が

8.84年、女性が12.35年と計算されます。 

『健康寿命』は男性72歳、女性75歳 
「健康ではない期間」は男性9年、女性12年 

生活習慣の改善で『健康寿命』の延びが望まれる 

国は『健康寿命』の延びを後押し 
「健康ではない期間」を縮める狙い 

 日本は高齢化の進展と深刻な人手不足が経済成長の制約要因になると懸念されており、健康な高齢者の

労働参加が期待されます。 

 昨今の健康ブームが示すように、老若男女を問わず健康への意識は高まっています。食事や運動をはじめ生

活習慣の改善に努めることなどで『健康寿命』を延ばし、団塊世代が75歳以上になる2025年までに「健康

ではない期間」を縮めることが望まれます。 
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